
お問合わせ先（本所または管轄の支所へご連絡ください）
本支所 電話番号 FAX番号 郵便番号 住　　所

086-（276）1411

086-（276）1590

086-（276）1412
086-（276）5556
0869-（92）0506
0866-（92）1801
0866-（83）2650
0866-（22）3456
0867-（72）4465
0867-（44）5528
0868-（36）6170
0868-（38）1244

クイズに挑戦

No.11（新年号）の解答 Q1「承認申請書」  Q2「農業」

＜個人情報の取り扱いについて＞ 
皆さまからいただいた個人情報については、適切に管理するとともに、賞品の発送及び
広報紙作成の参考とする以外の目的には使用いたしません。

広報紙の中に
ヒントがあるよ

Q
令和4年産からは損害評価野帳は◯◯
◯◯◯ではなく、NOSAIに提出しま
しょう! 答え：○○○○○

※解答の発表は、「NOSAIおかやまNo.15（新年号）」の紙面に記載します。
　また、当選者の発表は、商品の発送をもって代えさせていただきます。

ハガキまたはメールで郵便番号・住所・氏名・
年齢・電話番号・本紙全体のご意見・ご感想を
ご記入のうえ、右記宛先までご応募ください。

●応募締切／令和4年9月30日（金）（当日消印有効）
〒703-8265 岡山市中区倉田436-2
岡山県農業共済組合
「のうぎょう川柳」係 または 「クイズに挑戦」係

●宛先／
のうぎょう川柳のうぎょう川柳 クイズ＆

応募方法・宛先
E-mail　kikaku@ok-nosai.or.jp

の
う
ぎ
ょ
う

の
う
ぎ
ょ
う
川
柳
川
柳

テ
ー
マ

海

山

ひ
と
息
で　

海
を
飲
み
ほ
す　

母
の
愛

芥
子
山　

備
前
富
士
だ
と　

胸
を
張
り

野
菜
に
も　

海
よ
り
深
い　

愛
注
ぎ

海
を
見
て　

熟
す
み
か
ん
の　

味
が
よ
い

山
野
草　

生
き
て
備
前
の　

つ
ぼ
が
活
き

山
育
ち　

泳
げ
な
い
け
ど　

海
が
好
き

朝
起
き
て　

犬
の
散
歩　

山
か
け
上
が
る

山
登
り　

降
り
る
し
か
な
い　

最
後
に
は

裏
山
の　

イ
ノ
シ
シ
防
ぎ　

電
気
柵

山
あ
り
谷
あ
り　

住
め
ば
愛
し
き　

我
が
村
は

雑
踏
か
ら　

山
に
は
い
れ
ば　

木
の
葉
の
音

足
せ
か
す　

ワ
ラ
ビ
に
フ
キ
と　

山
の
幸

お
だ
や
か
な　

海
も
時
に
は　

牙
を
む
く

川
蜷
は　

ホ
タ
ル
の
命　

握
っ
て
る

山
に
住
み　

差
入
れ
野
菜　

て
ん
こ
盛
り

山
と
海　

生
命
は
ぐ
く
む　

夫
婦
か
な

山
歩
き　

健
康
維
持
は　

ボ
ケ
防
止

山
あ
い
の　

田
畑
荒
れ
て　

先
祖
泣
く

溜
池
は　

あ
る
が
海
無
い　

勝
央
町

山
あ
い
の　

作
物
あ
ら
す　

憎
い
獣

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

岡
山
市
北
区　
善
木 　
基
江 

さ
ん

岡
山
市
東
区　
藤
田 　
映
子 

さ
ん

和
気
町　
　
松
原 　
文
子 

さ
ん

　
和
気
町　
　
藤
原 　
品
充 

さ
ん

備
前
市　
　
石
原 

美
智
子 

さ
ん

総
社
市　
　
小
山 

美
津
子 

さ
ん

早
島
町　
　
溝
手 　
公
子 

さ
ん

井
原
市　
　
窪
木 　
　
渉 

さ
ん

井
原
市　
　
今
岡 　
正
昭 
さ
ん

高
梁
市　
　
高
前 

美
恵
子 
さ
ん

高
梁
市　
　
川
上 　
艶
子 

さ
ん

新
見
市　
　
森
平 

美
知
江 

さ
ん

新
見
市　
　
冨
谷 

三
穂
子 

さ
ん

真
庭
市　
　
石
原 　
敏
彦 

さ
ん

真
庭
市　
　
古
家 

真
紀
子 

さ
ん

津
山
市　
　
和
泉 

富
美
子 

さ
ん

津
山
市　
　
妹
尾 　
順
子 

さ
ん

津
山
市　
　
中
谷 　
　
弘 

さ
ん

勝
央
町　
　
佐
古 　
導
郎 

さ
ん

美
作
市　
　
下
山 

栄
美
子 

さ
ん

今
号
で
募
集
す
る
テ
ー
マ
は「
楽
」ま
た
は「
学
」で
す
。応
募
い
た
だ
い
た

中
か
ら
い
く
つ
か
を
、「
N
O
S
A
I
お
か
や
ま
№
15（
新
年
号
）」で
お
名
前
と

ご
住
所（
市
区
町
村
ま
で
）を
あ
わ
せ
て
ご
紹
介
し
ま
す
。応
募
方
法
は
下
記
へ
。

「
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
お
か
や
ま
№
11（
新
年
号
）」で
は
、多
数
の

ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
応
募
い
た
だ
い
た
中
か
ら
２０
句
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

メールはこちら

総務課（代表番号）
企画情報課
監査室
収穫共済課
資産共済課
収入保険課
家畜課
岡山支所
東備支所
倉敷支所
井笠支所
高梁支所
新見支所
真庭支所
津山支所
勝英支所

086-（277）5531
086-（277）5532
086-（277）5534
086-（277）5553
086-（277）5554
086-（277）5548
086-（277）5539
086-（277）5511
0869-（92）0404
0866-（92）1771
0866-（83）2600
0866-（21）0350
0867-（72）4455
0867-（44）5520
0868-（36）7730
0868-（38）1240

本　
所

支　
所

〒703-8265

〒709-0451
〒719-1156
〒714-1201
〒716-0062
〒718-0017
〒717-0023
〒708-1205
〒709-4316

岡山市中区倉田436番地2

和気郡和気町和気438番地10
総社市門田85
小田郡矢掛町矢掛2979番地1
高梁市落合町近似267番29
新見市西方423番地6
真庭市江川794番地1
津山市新野東567番地
勝田郡勝央町勝間田201番地

い
の
ち

か
わ
に
な

ね

●本体：約320×230×220mm　●AC100V-715W

「象印オーブン
　 トースター」
をプレゼント

「象印オーブン
　 トースター」
をプレゼント

「象印オーブン
　 トースター」

正解者の中から抽選で
5名様に

岡
山
県
農
業
共
済
組
合

〒
703-8265  岡

山
市
中
区
倉
田
436-2

TEL 086-277-5531㈹
FAX 086-276-1411㈹
http://w
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収   入   保   険   制   度

株式会社 創・和
代表取締役

加藤 雅敏さん（45）

　「岡山雅桃園」の名称で露地桃を主に栽培。一宮地域の若手農業者団体「3M
（＝桃、マスカット、ミルクの頭文字）クラブ」に所属し、地域農業に貢献する。
　ファーマーズレストランカフェ「ピーチファーマーズビレッジ」の創設により、
規格外品の消費に繋げ、地域農家の収入増加と地域の知名度上昇を狙う。

株式会社　創・和

ピーチファーマーズビレッジ 検 索

同施設の情報については、
ホームページのほか、

インスタグラムなど各種SNSで更新

INTER VIEW

Instagram

　
桃
は
年
1
回
の
収
穫
で
、そ
れ
ま
で
に

何
が
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
リ
ス
ク
を

抱
え
て
い
ま
す
。

　
天
候
が
生
育
や
味
に
大
き
く
影
響
す
る

の
で
、梅
雨
が
少
し
長
引
い
た
だ
け
で
、

そ
の
年
の
収
入
が
激
減
す
る
と
い
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。人
の
手
で
は
ど
う
に
も
で
き

な
い
部
分
に
生
育
が
左
右
さ
れ
る
こ
と
は
、

経
営
上
非
常
に
大
き
な
リ
ス
ク
で
す
。

　
平
成
31
年
に
収
入
保
険
が
開
始
し
た

と
き
、露
地
栽
培
の
果
樹
農
家
は
必
ず
加
入

す
る
べ
き
と
思
い
加
入
し
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
よ
う
な
新
規
就
農
者
は
、資
金

の
借
り
入
れ
を
し
な
が
ら
、栽
培
面
積
を

増
や
し
た
り
倉
庫
な
ど
の
整
備
を
し
て

い
ま
す
。収
入
減
少
の
リ
ス
ク
を
回
避
す
る

た
め
に
も
、ぜ
ひ
加
入
す
る
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
。

　
天
候
不
順
で
雨
が
続
き
、生
理
落
下
で
損
害
を

受
け
ま
し
た
が
、補
て
ん
金
の
お
か
げ
で
そ
の
年
の

収
入
減
少
を
賄
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
新
規
就
農
者
は
積
極
的
に
規
模
を
拡
大
す
る

の
で
、売
上
げ
や
面
積
は
毎
年
増
え
ま
す
。「
規
模

拡
大
特
例
」や「
収
入
上
昇
傾
向
特
例
」に
よ
っ
て

過
去
の
実
績
だ
け
で
は
な
く
、見
込
み
で
収
入
金
額

を
設
定
し
て
も
ら
え
る
の
は
と
て
も
あ
り
が
た
い

で
す
ね
。

補
て
ん
金
等
の
支
払
い
を
受
け
て

　
青
色
申
告
は
税
理
士
に
依
頼
し
て
い
ま
す
。今
後

農
業
経
営
を
行
う
上
で
必
要
な
も
の
な
の
で
、個
人

経
営
の
方
に
も
税
理
士
に
相
談
す
る
こ
と
を
勧
め

て
い
ま
す
。

青
色
申
告
は
ま
ず
税
理
士
に

　
桃
栽
培
を
軸
と
し
た
経
営
を
通
し
て
、地
域
の

問
題
を
解
決
し
た
い
で
す
。後
継
者
不
足
、厳
し
い

検
査
に
よ
る
桃
の
廃
棄
、耕
作
放
棄
地
な
ど
、問
題

は
多
く
あ
り
ま
す
。

　
廃
棄
問
題
は
特
に
深
刻
で
、な
か
で
も
清
水
白
桃

は
少
し
の
傷
で
も
加
工
品
に
で
き
ず
、収
入
に
な
り

ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、地
域
農
家
の
収
入
増
加
と
、桃
の
一
大

産
地
で
あ
る「
一
宮
」の
知
名
度
上
昇
の
た
め
に

「
ピ
ー
チ
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ビ
レ
ッ
ジ
」と
い
う
施
設

を
今
年
オ
ー
プ
ン
し
、地
域
全
体
を
盛
り
上
げ
て

い
く
予
定
で
す
。

今
後
の
経
営
に
つ
い
て

収
入
保
険
加
入
の
決
め
手

▲地域の先輩農家に指導を受ける加藤さんと
　従業員の和田 美奈子（わだ みなこ）さん（40）

保険金支払要因別割合（集計基準：令和3年度加入者）

気象災害

38%
取引先の要望

15%

病虫害

12%

その他

5%
鳥獣害

3%

コロナウイルスによる価格低下

27%

「
収
入
上
昇
傾
向
特
例
」

ポ
イ
ン
ト
！

★
過
去
の
デ
ー
タ
に
よ
る
単
純
な
平
均
で
は
な
く
、

　
次
年
の
計
画
を
考
慮
し
補
償
を
い
た
し
ま
す
。

※

過
去
の
収
入
の
伸
び
率
に
よ
り
特
例
適
用
の
可
否
及
び
設
定
が   

　
可
能
な
収
入
額
は
変
わ
る
た
め
、必
ず
し
も
右
記
の
金
額
に
な
る

　
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

〈
例
〉 

過
去(

５
年
間)

の
平
均
収
入　
６
０
０
万
円

１
２
０
０
万
円 

ま
で
上
昇
！

特
例
適
用
後

　

果
樹
栽
培
を
含
め
農
業
経
営
は
自

然
災
害
の
リ
ス
ク
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
加
入
者
の
保
険
金
支

払
の
要
因
は
左
記
の
通
り
で
す
。

価格低下も
対象になります

約４割を気象災害が
占めています
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ご注意
ください! 水

稲
共
済

変更前

変更後

令和3年産までは上記の野帳を使用しておりましたが今後は使用しません。
（移植・発芽不能時の調査を除く）

被害申告の際に記入していただいていた損害評価野帳の様式が変わります。
今後は8月上旬以降に郵送でA4用紙に耕地一覧が記載された野帳がお手元に届きます。（下図）

今まで地域の損害評価員に損害評価野帳を提出していた方については、
今後は地域の損害評価員ではなく、返信用封筒など指定の方法により
NOSAIに提出していただくこととなります。

８月上旬以降、
水稲共済加入者あてに
郵送で届きます

サイズはA4です被害を受けた耕地すべてについて、
青枠の箇所をボールペンで

記入してください

今まで市町村やJAの窓口に野帳を提出していた方についても、地域によっては変更となる場合
があります。詳細についてはNOSAIから届いた損害評価野帳に同封されているご案内の内容を
確認いただくようお願いします。

制度改正により、被害申告耕地のすべてではなく、一部を抽出して評価を
行うように損害評価方法が変わりました。
　 シールが貼られていなくても評価済みの場合があります。ご自身の申告
した耕地がもう収穫してよいかご不明な場合は、NOSAIまでお問い合わせ
ください。

※全相殺方式等、他の方式についてはこのご案内と異なる点がありますので、ご注意ください。

済 済

令和4年産から
水稲共済の被害申告方法が変わります！

損害評価野帳の形が変わります

損害評価野帳の提出方法が変わります

損害評価の方法が変わります

済

半相殺方式に加入の皆様へ

損害評価員さん SAMPLE

SAMPLE

被害を受けた結果
見込まれる収穫量の
自己申告が必要です
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農家のニーズに合わせて必要な補償を選択できます

＜ 加入プランの例 >

（設置後７年以上）パイプハウス
設置面積 ： 500㎡
パイプ外径 ： 25.4㎜以下
ハウス評価額 ： 約150万円

加
入
者
の
声
岡
山
市
南
区
　
居
石 

和
宣
さ
ん 

(55)

友
美
さ
ん 

（53）

　

令
和
元
年
８
月
の
台
風
１０
号
に
よ
り
、ハ
ウ
ス
の

屋
根
全
面
が
破
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

園
芸
施
設
共
済
に
加
入
し
て
す
ぐ
に
被
害
に
あ
う

と
思
っ
て
お
ら
ず
、シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
る
と
同
時
に
、

備
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
ね
。

　

令
和
4
年
か
ら
は
さ
ら
な
る
備
え
と
し
て
園
芸

施
設
共
済
に
加
え
て
、収
入
保
険
に
も
加
入
し
て

い
ま
す
。

　
N
O
S
A
I
岡
山
で
は
、
予
期
せ
ぬ

自
然
災
害
へ
備
え
る
た
め
、
園
芸
施
設

共
済
を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。

　
近
年
の
制
度
改
正
に
よ
り
、
補
償
が

よ
り
充
実
し
ま
し
た
。
　
　

　
各
農
家
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
補
償

プ
ラ
ン
の
選
択
が
可
能
に
な
り
ま
し
た

の
で
、「
よ
も
や
、
ま
さ
か
」
の
と
き
に

備
え
て
、
園
芸
施
設
共
済
へ
の
加
入
を

ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　
農
業
に
お
い
て
、
作
業
中
の
事
故
発
生
率
は
他
の
業
種
と
比
べ
最
も
高
く
、
岡
山
県
の
死
亡
事
故
は

毎
年
約
9
件
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
事
故
原
因
で
最
も
多
い
も
の
は
、
コ
ン
バ
イ
ン
や
ト
ラ
ク
タ
ー
の
操
作
誤
り
に
よ
る
も
の
で
、
転
落
や

衝
突
な
ど
の
事
故
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　
作
業
を
行
う
周
辺
環
境
の
確
認
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
を
徹
底
し
、
安
全
第
一
を

心
掛
け
て
農
作
業
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　
特
に
高
齢
に
な
る
と
、
今
ま
で
と
同
じ
操
作
を
し
て
い
る
つ
も
り
で
も
、
誤
っ
た
操
作
を
し
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
慢
心
は
禁
物
で
す
。

園
芸
施
設
共
済

　
近
年
の
夏
は
酷
暑
が
続
き
、
乳
牛
に
と
っ
て
は

過
酷
な
環
境
で
す
。

　
乳
牛
は
暑
さ
に
弱
く
、
夏
季
は
乳
量
の
減
少
や

乳
質
の
低
下
、
繁
殖
成
績
の
低
下
な
ど
酪
農
経
営
に

影
響
が
出
や
す
い
時
期
で
す
。

　
暑
熱
対
策
を
し
て
酷
暑
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

見
直
そ
う
！
農
作
業
の
安
全
対
策 小さな被害から補償するプラン

損害額が
1万円を超える場合

支払対象

安い掛金で
大きな被害だけ補償するプラン

掛金等（１年間） ：  約20,000円
・補償割合が８割

掛金等（１年間） ：  約800円
・補償割合が８割

損害額が
100万円を超える場合

支払対象

ヘルメットの着用
シートベルトの着用
草刈りで周辺の見通しを
良くしているか
ほ場の傾斜は急すぎないか
石や障害物が落ちていないか

平成30～令和2年度の岡山県内
全域での農機具共済金支払実績

わずかな油断でも、大事故につながる農作業中の事故

＜機種別事故状況＞

トラクター

214台

その他

123台田植機

52台 コンバイン

331台

　9月下旬にコンバインで圃場の回り刈りをしていました。
　方向を切り返そうと後進をしたところ、クローラ後部を
畦に乗り上げてしまい、その拍子に主変速レバーをさらに
後退側に引き、1.9m下の水田に転落してしまいました。
　その際、地面と運転席の手すりに胸部が挟まれ、コン
バインの下敷きにはならずに済みましたが、左右3箇所の
肋骨骨折・脊椎棘突起骨折・肝臓圧迫の重傷を負いました。

※農作業安全センターホームページより引用

（40代・男性）

夏
の
暑
さ
か
ら
牛
を
守
る

家畜診療所便り

　
暑
熱
ス
ト
レ
ス
で
粗
飼
料
の
採
食
量
が
減
少
し
、
反
芻
回
数
が
減
少
す
る
と
ル
ー
メ
ン

（
第
一
胃
）内
の
pH
は
低
下
し
、
亜
急
性
ル
ー
メ
ン
ア
シ
ド
ー
シ
ス（
S
A
R
A
）に
陥
り

ま
す
。

　
粗
飼
料
と
濃
厚
飼
料
の
給
与
量
を
調
整
し
て
唾
液
の
分
泌
を
促
す
こ
と
で
防
ぎ
ま
す
。

重
曹
の
添
加
も
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

ル
ー
メ
ン
ア
シ
ド
ー
シ
ス
を
防
ぐ

2　
暑
熱
ス
ト
レ
ス
は
粗
飼
料
の
採
食
量
を
減
少
さ
せ
、
乳
脂
肪
の
材
料
と
な
る
酢
酸

発
酵
が
低
下
し
ま
す
。
ま
た
、
不
飽
和
脂
肪
酸（
綿
実
な
ど
）の
多
給
は
ル
ー
メ
ン
環
境

を
悪
化
さ
せ
乳
脂
率
低
下
を
招
き
ま
す
。

　
飽
和
脂
肪
酸（
パ
ル
ミ
チ
ン
酸
）を
有
効
に
使
い
、
乳
脂
率
低
下
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

乳
脂
率
の
低
下
を
防
ぐ

3　
暑
熱
対
策
は
、
ま
ず
乾
乳
牛
か
ら
始
め
ま
す
。
多
く
の
農
場
は
、
暑
い
時
期
に
乾
乳
期

を
過
ご
し
た
牛（
秋
分
娩
の
牛
）に
分
娩
後
の
病
気
が
多
い
こ
と
を
経
験
し
て
い
ま
す
。

　
採
食
量
の
低
下
は
乳
腺
細
胞
の
分
化
・
発
達
を
妨
げ
ま
す
。
ま
た
、
胎
子
の
発
育
、

出
生
後
の
育
成
、
繁
殖
や
初
産
乳
量
に
も
影
響
し
ま
す
。
乾
乳
牛
に
快
適
な
環
境
を

与
え
て
く
だ
さ
い
。

乾
乳
牛
の
管
理
か
ら

4

作業前にチェック！

　
寒
冷
紗
や
カ
ー
テ
ン
で
の
遮
光
、
屋
根
へ
の
散
水
、
二
重
屋
根
、
石
灰
塗
布
や
断
熱

塗
装
で
牛
舎
に
熱
を
入
れ
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
扇
風
機
に
よ
る
送
風
は
牛
の
体
感
温
度
を
下
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
蒸
散
シ
ス

テ
ム（
細
霧
）を
追
加
す
る
こ
と
で
、
よ
り
一
層
の
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

牛
を
冷
や
す

1か
ん
れ
い
し
ゃ

は
ん
す
う

生
産
獣
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
　
所
長  

西
川 

達
也
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任
期
満
了
に
伴
う
総
代
選
挙
の
結
果
、１
２
８
名
の
総
代
が
決
定
し
ま
し
た
。

北
村　

 

孔
孝

藤
澤　

 

輝
久

逸
見　

 

住
夫

金
光 

権
一
郎

野
上　

 

友
幸 

練
苧　
　

 

徹 

龍
野　
　

 

清 

蜂
谷　

 

伸
弘 

田
形　

 

武
史 

石
井　

 

謙
吾 

大
月　

 

健
司 

藤
田　

 

眞
樹

片
山 

栄
太
郎

太
田　

 

芳
寿 

岸
本　

 

行
雄 

石
井　

 

繁
男

片
岡　
　

 

亨 
伊
永　

 
高
明

杉
本　

 
光
章 

時
岡　

 

善
行

小
野
田 

和
義

田
村　

 

弘
志 

荒
木　
　

 

巧 

岡　
　

 

保
志 

吉
田　

 

義
人 

高
見　

 

敏
久 

森
岡　

 

泰
樹 

守
屋　
　

 

尚

黒
田　

 

久
夫 

三
宅　

 

正
義 

藤
原　

 

武
彦 

大
野　

 

達
夫   

岡
山
支
所
管
内（
32
名
）

長
島　

 

福
夫 

光
岡　

 

卓
雄

久
本　

 

菊
實 

植
田　

 

雅
義

東
備
支
所
管
内（
10
名
）

土
井　

 

京
三 

竹
内　
　

 

基 

安
藤　

 

宜
孝 

浜
田　

 

勝
美 

清
水　

 

敏
美 

髙
田　

 

義
和 

松
井　
　

 

昇

中
村　

 

頼
之 

廣
畑　

 

康
知 

水
島　
　

 

強 

宮
﨑　

 

智
和 

浅
野　

 

秀
紀 

大
上　

 

伊
三
男

勝
英
支
所
管
内（
13
名
）

高
橋　

 

利
夫 

片
山　

 

雅
明 

松
村　

 

丞
二 

黒
岩　

 

康
裕 

髙
山　

 

和
寿 

性
全　

 

恒
師

末
澤　

 

啓
次 

藤
原　
　

 

知 

長
瀧　

 

義
敬

石
原　

 

文
典 

杉
山　

 

良
次

石
原　

 

睦
祐 

正
影　

 

博
一 

山
﨑 

幸
一
郎 

田
口　

 

荘
平 

岡
本　

 

知
光 

小
枝　

 

將
美 

杉
山　

 

正
志

草
苅　
　

 

修 

徳
方　

 

利
昭 

光
元　

 

一
郎 

津
山
支
所
管
内（
21
名
）

石
藤　

 

勝
美 

池
田　
　

 

実 

家
原　

 

良
典 

福
原　

 

泰
治 

中
島　
　

 

誠 
岩
田　

 
祥
明

石
原　

 
政
一 

西
原　

 

基
之

山
岡　
　

 

貢

石
原　

 

誉
男 

押
目　

 

明
夫

真
庭
支
所
管
内（
11
名
）

森
下　

 

健
治 

上
森　

 

清
市 

秋
葉　

 

信
行 

石
原　

 

総
弥

金
子　

 

時
典 

野
村　

 

幸
市 

宮
井　

 

健
次 

大
塚　
　

 

実

高
梁
支
所
管
内（
8
名
）

大
原　

 

砂
利 

安
達　

 

利
延 

横
田　
　

 

稔

吉
岡 

由
加
里 

中
山　

 

正
己 

山
下　

 

富
久

新
見
支
所
管
内（
6
名
）

原　
　

 

一
史 

越
宗　

 

忠
勝 

岡
本　

 

忠
司

仲
原　

 

孝
志 

高
塚　

 

哲
朗 

野
上　
　

 

操

西
江　
　

 

務 

山
中　
　

 

誠 

山
下　

 

幹
次 

長
谷
川　

 

忠 

熊
原　

 

康
治

大
橋　

 

通
明 

小
野　

 

隆
生 

谷
許　

 

和
昭 

岸
野　

 

榮
治

井
笠
支
所
管
内（
9
名
）

岡
本　

 

健
治 

小
野　

 

末
廣 

藤
田　
　

 

隆 
吉
田　

 
幸
夫 

玄
馬　

 
正
夫 

佐
々
木 

博
一

小
野　

 

和
夫 

岡
本　
　

 

久 

百
本　

 

敏
昭

藤
原　

 

金
一

佐
藤　

 

智
広

山
田　
　

 

治 

光
畑　
　

 

豊 

渡
邉　

 

徹
兒 

横
田　

 

治
男 

横
田　

 

幸
則 

村
田　
　

 

護 
村
田 
太
刀
男 

倉
敷
支
所
管
内（
18
名
）

新
総
代
が
決
定
し
ま
し
た

令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
７
年
３
月
31
日

任
期

（敬称略・順不同）

農
作
物
共
済
畑
作
物
共
済
果
樹
共
済
家
畜
共
済

共済事業 引受数量 共済金額（基準収入額） 支払共済金（保険金等）

園芸施設共済

建物共済

農機具共済

収入保険

保管中農産物
補償共済

水　稲

麦

大豆

も　も

ぶどう

死亡廃用

疾病傷害

ばれいしょ
（種子用）

173万3,197a

15万3,739a

1万8,680a

119a

868a

4,923a

5万9,463頭

3万6,612頭

3,602棟

8万8,871棟

7,797台

31口

1,122経営体

109億5,764万8千円

7億4,276万2千円

1億1,336万3千円

182万8千円

5,185万3千円

4億3,394万9千円

160億1,927万3千円

6億7,395万8千円

54億3,845万5千円

9,004億4,979万円

166億1,469万円

3,100万円

131億4,213万8千円

6,998万5,152円

459万1,624円

1,576万3,772円

21万3,059円

250万2,980円

299万2,762円

7億6,101万3,197円

5億2,198万87円

339万1,300円

2億5,050万6,114円

4,379万7,976円

0円

3億3,623万7,703円

農
作
物
共
済
畑
作
物
共
済
果
樹
共
済
家
畜
共
済

共済事業 引受数量 共済金額（基準収入額）

園芸施設共済

建物共済

農機具共済

収入保険

保管中農産物
補償共済

水　稲

麦

大豆

も　も

ぶどう

死亡廃用

疾病傷害

ばれいしょ
（種子用）

183万4,000a

17万2,960a

1万9,460a

120a

1,300a

6,000a

5万9,090頭

3万6,775頭

4,082棟

8万8,960棟

8,000台

100口

2,237経営体

137億4,291万3千円

8億5,475万6千円

1億3,364万9千円

185万1千円

6,222万5千円

4億6,128万3千円

150億1,467万6千円

6億8,998万5千円

61億6,809万円

9,013億5,023万円

170億2,490万円

1億円

256億1,189万4千円

令和３年度事業報告書、財産目録、貸借対照表、
損益計算書及び剰余金処分案（不足金処理案）の承認について
令和４年度事業計画、
業務収支予算案及び家畜診療所収支予算案の承認について
令和４年度事務費賦課金の徴収額及び徴収方法について
特別積立金の取崩しについて
役員報酬額並びに損害評価会委員、
損害評価員及び家畜診療所運営委員手当額について

役員退任慰労金について
事業規程の一部改正について
令和４年度借入金の最高限度額及び借入先について
令和４年度余裕金預入先について
農作物共済未収共済掛金等の損金計上について
損害評価会委員及び家畜診療所運営委員の選任について
役員の選任について
実施体制の改善計画について

令和３年度
事業報告

令和４年度
事業計画

総共済金額
（補償額）

総支払共済金

9,646憶7,070万7,000円 総共済金額（補償額）
9,812憶1,645万2,000円20憶1,297万5,726円

第1号議案 第6号議案
第7号議案
第8号議案
第9号議案
第10号議案
第11号議案
第12号議案
第13号議案

第2号議案

第3号議案
第4号議案
第5号議案

●総代会提出議案

通常総代会開催
令和4年6月3日（金）に、きびプラザ（吉備中央町）3階ホールにて、第9回通常総代会を開催しました。
総代128名のうち、会場出席者91名、書面議決書提出者20名の過半数の出席により、通常総代会が成立。
議長には津山地区の徳方総代が選任され、13議案についてご審議いただき、原案のとおり可決されました。

第9回
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任
期
満
了
に
伴
い
、第
９
回
通
常
総
代
会
に
て
、19
名
の
新
役
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

新
役
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た

令
和
４
年
６
月
11
日
か
ら
令
和
７
年
６
月
10
日

任
期

（敬称略）

副組合長理事

おお  た　 のぼる

（美作地区）
太田  昇

筆頭理事

いし  い　  ひろし

（井笠地区）
石井  博

理　事

きしもと　 ひろし

（岡山地区）
岸本  博

理　事

いわさき　   じ  ろう

（岡山地区）
岩崎  二郎

理　事

さか て　  しゅういち

（岡山地区）
坂手  修一

理　事

ともざね　 たけのり

（東備地区）
友實  武則

理　事

いわ た　   ひであき

（倉敷地区）
岩田  英明

理　事

さだ い　    と   よ   お

（倉敷地区）
定井  東洋夫

理　事

の   せ　   ともあき

（高梁地区）
野瀬  伴明

理　事

いそ だ　  たかゆき

（新見地区）
磯田  高行

理　事

ますたに　 かずあき

（真庭地区）
枡谷  和明

理　事

い  くみ　 せいさく

（津山地区）
井汲  誠作

理　事

きたやま　 まさ  し

（津山地区）
北山  政士

理　事

ふく  だ　  けいぞう

（勝英地区）
福田  慶三

理　事

こんどう　  たかのり

（備中地区）
近藤  隆則

代表監事

なかむら　 すすむ

（倉敷地区）
中村  進

監　事

さ  とう　 ふみとも

（県域）
佐藤  文友

監　事

とりごえ　 さだ しげ

（県域）
鳥越  貞成

参　
事

【
総
務
部
】

部　
長

【
総
務
課
】

課　
長

主　
幹

主　
任

主　
事

　
〃
　
〃

【
総
務
課
付
全
国
連
出
向
】

主　
事

【
企
画
情
報
課
】

課
長（
兼
）

主　
幹

主　
任

主　
事

【
監
査
室
】

室　
長

主
事（
再
）

【
事
業
部
】

部　
長

【
収
穫
共
済
課
】

課
長（
兼
）

主　
幹

主　
任

　
〃

【
資
産
共
済
課
】

課　
長

主　
幹

主　
事

　
〃
　
〃

三
宅　
秀
治

磯
島　
一
芳

井
上　
亮
二

畑　
　
良
恵

中
島　
聖
仁

難
波　
悠
介

水
入　
真
悟

山
本
奈
那
実

矢
野　
祥
晃

磯
島　
一
芳

大
熊　
慶
之

吉
原　
孝
和

横
部　
　
梓

千
合　
直
樹

良
田　
文
明

谷
口　
信
行

谷
口　
信
行

土
川　
涼
子

秋
山　
沙
織

黒
川　
直
人

谷
口　
雅
人

土
居　
通
典

吉
田　
麻
子

大
島　
成
人

水
井　
大
輔

本　
所

技　
師

　
〃

技
師（
再
）

　
〃

基
幹
診
療
所
長

技　
師

　
〃
　
〃
　
〃
　
〃
　
〃
　
〃
　
〃
　
〃

技
師（
再
）

　
〃
　
〃
　
〃

診
療
所
長（
兼
）

主　
幹

主　
任

技　
師

　
〃

技
師（
再
）

　
〃

越
本　
時
貴

田
中　
陽
生

正
木　
丈
博

畦
﨑　
正
典

椿　
　
　
修

篠
原　
健
志

守
屋
ひ
か
理

広
瀬
水
彩
子

築
山　
嘉
輝

宮
本　
翔
也

柴
田　
　
薫

新
里　
実
子

伊
藤　
　
友

堀
間　
大
我

植
月　
義
友

影
山　
　
毅

杉
山　
　
定

西
山　
　
篤

椿　
　
　
修

谷　
　
拓
海

神
田　
遥
子

後
藤　
友
樹

齋
喜　
宣
孝

金
盛　
隆
志

犬
間　
一
郎

西
部
家
畜
診
療
所

北
部
基
幹
家
畜
診
療
所

蒜
山
家
畜
診
療
所

主　
査

主　
任

主　
事

　
〃

主
事（
再
）

支
所
長

主　
幹

主　
事

　
〃
　
〃

支
所
長

主　
幹

　
〃

主　
任

主　
事

　
〃

主
管
支
所
長

主　
幹

主　
査

　
〃

主　
任

　
〃

主　
事

　
〃
　
〃
　
〃

吉
川　
健
次

坂
田　
明
寛

古
谷　
泰
士

難
波　
佑
平

戸
田　
　
誠

宮
本　
和
子

太
田　
　
旭

牧
田　
幸
己

成
智　
浩
平

大
塚　
美
輝

小
林　
培
夫

岡
野　
大
輝

長
尾　
和
則

梶
原　
靖
禎

杉
之
原
泰
俊

時
澤　
光
男

鎌
田　
敏
路

岡
本　
道
信

小
滝　
美
子

塚
木　
規
智

春
名　
伸
夫

木
村　
圭
佑

安
井　
英
人

尾
崎　
颯
俊

納
所　
尚
弘

福
岡　
　
舞

新
見
支
所

真
庭
支
所

津
山
支
所

支
所
長

主　
幹

主　
査

　
〃

主　
事

　
〃
　
〃
　
〃

セ
ン
タ
ー
所
長

技　
師

　
〃

技
師（
再
）

診
療
所
長（
兼
）

主　
幹

技　
師

基
幹
診
療
所
長

主　
任

　
〃

技　
師

技
師（
再
）

診
療
所
長

小
西　
智
弘

東
山　
知
行

安
藤
斗
至
裕

山
本　
理
史

玉
野　
佑
佳

八
木　
洋
一

髙
原　
康
太

原
田　
法
香

西
川　
達
也

宇
野　
　
進

八
木　
　
梓

森
本　
高
輝

西
川　
達
也

大
屋　
卓
志

金
子　
愛
弥

大
谷　
香
里

根
木　
慶
彦

石
田　
和
子

赤
松　
優
美

前
原　
健
成

水
戸　
康
明

岡
山
支
所

東
備
支
所

主　
幹

主　
査

　
〃

主　
事

　
〃

支
所
長

主　
幹

主　
査

主　
任

主　
事

　
〃
　
〃
　
〃

主
事（
再
）

主
管
支
所
長

主　
幹

主　
任

　
〃

主　
事

　
〃
　
〃
　
〃

主
事（
再
）

支
所
長

主　
幹

主　
査

谷
口
真
知
子

斉
藤　
　
聡

岩
本　
充
彦

大
内　
理
央

依
田　
育
真

枯
木　
昌
美

山
磨　
紀
之

小
野　
政
浩

松
田　
未
来

横
矢　
拓
望

大
藪　
寛
之

藤
田　
　
恵

余
越
ま
り
な

田
淵　
　
修

小
田　
征
吾

小
若　
泰
彦

妹
尾　
　
淳

池
上　
祥
平

井
上　
裕
也

安
尾　
　
健

石
井　
志
穂

佐
藤　
真
愛

益
野　
　
孝

島
本　
秀
之

平
松　
美
紀

川
上　
茂
樹

【
収
入
保
険
課
】

課　
長

主　
幹

　
〃

主　
事

　
〃

【
家
畜
部
】

部　
長

【
家
畜
課
】

課　
長

主　
事

主
事（
再
）

主
管
支
所
長

主　
幹

　
〃

主　
任

　
〃

主　
事

　
〃
　
〃
　
〃
　
〃
　
〃
　
〃
　
〃
　
〃
　
〃
　
〃

支
所
長

堀
川　
英
之

畑　
　
成
浩

竹
内　
大
輔

西
山　
　
聡

中
村　
　
綾

日
下
知
加
久

江
草　
佳
彦

石
川　
貴
章

鴨
井　
敏
則

佐
藤　
寿
一

藤
野　
寛
士

野
上　
　
優

宇
野　
有
里

小
林　
達
也

的
野　
　
径

楠
本　
衣
恵

藤
井　
俊
介

松
村　
一
輝

三
枝　
駿
介

花
土　
大
樹

草
野　
歩
香

奥
野　
美
都

宮
住　
翔
太

牧
平　
歩
美

安
川　
莉
子

重
近　
武
伸

倉
敷
支
所

井
笠
支
所

高
梁
支
所

令和4年度 職員配置一覧

勝
英
支
所

生
産
獣
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー

南
部
家
畜
診
療
所

西
部
基
幹
家
畜
診
療
所

（令和4年6月1日現在）

組合長理事

さ  とう　  とし かず

（備前地区）
佐藤  俊和
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